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加西ふるさとミーティング 2017 夏 質問等一覧 

 
市内 10 小学校区で開催しましたタウンミーティングでは、「市民が求める病院、地域に必要な医療とは」と題し、自治会運営を担

われている皆さまを中心に参加していただきました。会場でお聞きした提案や意見をお知らせします。 
 今後の病院運営に可能な限り反映させてまいります。 
 

校区名 開催日時・場所 参加者数 

宇仁小学校区 
７月４日（火）19:30～21：00 

八王子会館 
35 名 

タウンミーティングでのご意見 
No 意 見 概 要 回  答 
1 
 

開業医からの紹介について、どういう努力をしてい

るか。 
 
 

あまり関係性を強めて来なかった反省のもと、現在、開業医師を訪問さ

せていただいています。 
月 1 回の医師会会合には院長が出席しています。数年前より、開業医か

らのホットライン（院長）を持ち患者さんの入院につなげています。 

2 医療については、国民が受ける権利があるので、病

院等の医療施設が赤字、黒字と言うのはいかがか。

税金、社会保険等で行っているのは、そのためだと

思う。 

国が言っているのは、医療費が伸びすぎ、今後の医療費と介護費のため

国の財政が疲弊するため、少しでも医療費を下げようとしています。 
入院ベッドの機能を適正な数にするよう地域医療構想の中で県が言って

います。 

3 病気になる前の個人の健康状態を把握し情報を共有

し、病院を配置、紹介するような医療の根本から見

直しをしないといけないのではないか。 

医療費は下げたい、高齢化に対応した在宅医療を進めていきます。在宅

医療を進めるためには、開業医、加西病院が持っている治療データの共

有できるシステムが必要であると考えます。 
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4 医者数、情報を管理する人、事務方が連携する必要

がある。 
加西病院は、データ的に把握されていると感じた。 
その情報を国や県と連携しないといけないのではな

いか。 
 

共有システムは開発途中です。 
国全体の情報の共有はできていませんが、北播磨圏域については、きず

なネットで個人の了承のもと情報の共有はできるようになっています。 
開業医からは加西病院での情報は確認できます。 
今年度からは介護の方とも情報のやり取りを行っていけるように進めて

います。 
 

5 医者数が多いのか少ないのか。 
 

医者数について、内科の医師を増やしたいと考えます。 
現在、外科４人、整形４人の医師がいますが、加西市の人口規模であれ

ば、現状で対応できると考えます。 
 

6 加西市から財政の補助をするのは、ある面仕方がな

いと考えている。 
西脇、小野、加東等の近隣病院と加西病院の比較を

しないといけない。 
一人当たりの医療費、医者の数等を比較した場合、

加西病院が優れた指標にあるのかどうか検証しない

といけないのではないか。 
加西病院と同様の病院と比較した場合にどうなの

か。その比較した数値が、妥当であれば、市財政か

ら補助するのも市民は納得するのではないか。 
 

他の病院のデータを収集して、細かく比較し、毎月、毎年行っています。 
病院も企業会計であるため、売上、費用、費用対効果等の計算も行って

います。 
収益と費用の比率（医業収支比率）は、加古川（106.5％）・明石（103.4％）

北播磨（89.5％）・西脇（92.6％）・加西病院【83.2％】・高砂（89.0％）・

加東（79.0％）と 100％以上は 2 病院となっています。 
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７ かかりつけ医をもち、自分の体の特性を知ってもら

って、病院等の紹介をしてもらう。 
そのかかりつけ医の何割が加西病院を紹介している

かが大きな問題であるため分析が必要である。 
加西病院に紹介してもらうのは、加西病院の質の問

題であり、その努力を行っているのか。 
回復期から退院し在宅ケアを行う場合、老々介護の

問題等があり在宅介護ができない場合がある。 
かかりつけ医が病院に代わって在宅医療を回ってい

く役割を構築していけば総合病院の患者が減ってい

くのではないか。 

開業医からの紹介を医師数の減少により、制限していました。 
一度、制限すれば開業医からの紹介がなくなっていきます。紹介を抑制

した時期もありましたが、積極的に受ける努力をします。 
 

８ 以前、加西病院に患者数が多かった時期に加西病院

が開業医の方へ回したという話しを聞いたことがあ

るがそんなことがあったのか。 
 

外来患者数を減らすため以前にありました。国の方針で開業医と病院の

役割分担を行いましょうということで開業医に任せれる範囲は開業医に

回した時期があります。機能分担という意味では、今も基本的には変わ

りません。 

９ 北播磨医療センターができるときに広域的な話しが

あったのか。 
 

北播磨医療センターの構想ができた時、神戸大学の方から北播磨の市長

には全て問いかけはありました。西脇病院は建てて新しかったので統合

からは脱退しました。加西病院も統合すれば市内に中核病院がなくなる

ことになるので、地域医療サービスの維持のため、加西市及び加東市も

統合の話は見送りました。 

10 高額医療のことで入院、手術と同月で終わるのと、

二カ月にまたがるのと負担額はどちらが安いのか。 
 

高額医療の計算は月単位で計算しますので、一カ月で全て終わらせた方

が個人負担医療費は安価になります。 
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